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主な記事
○高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のための取組みの徹底について
○「トラック事業における総合安全プラン2020」の策定について

主な同封物
○引越管理者講習の開催について
○原価意識強化セミナーの開催について
○トラック運送事業者のための人材確保セミナー開催のお知らせ

羅漢の里（相生市）



○行政からのお知らせ

（国土交通省）高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のための取組みの徹底について･� 1

○	（全ト協）「トラック事業における総合安全プラン2020」の策定について･･････� 3

○	事務局からのお知らせ

平成29年度兵庫県丹波地域合同防災訓練に参加しました。････････････････ � 5

交通安全祈願祭並びに交通事故犠牲者慰霊祭を挙行しました･･･････････････ � 6

自民党兵庫県支部連合会との「兵庫県予算編成に対する要望に係る意見交換会」に参加しました･ � 7

（表　彰）ご受賞おめでとうございます

	 平成29年度　自動車運送事業運行管理者　兵庫陸運部長表彰･･････ � 8

○	陸災防のページ

はい作業主任者技能講習会のお知らせ･･･････････････････････････････････ � 9

○	ドライバー教育ツールPART3の連載（第9回）

自分の性格を理解して安全運転につなげよう･････････････････････････････ �12

怒りの感情を運転にぶつけない･････････････････････････････････････････ �13

○	会員だより･･･････････････････････････････････････････････････････････�15

○	協会日誌	･･･････････････････････････････････････････････････････････�16

マイナンバー制度について

　マイナンバー制度に関する情報提供を当協会ホームページで行っています。

　 ホームページ内の下のバナーから閲覧してください。
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国土交通省自動車局　
安全政策課長　　　　

高速道路の路肩駐車車両への 
追突事故防止のための取組みの徹底について

８月25日、徳島県鳴門市の徳島自動車道において、大型トラックが、故障により停車していた

貸切バスに追突し、当該バスが転落した結果、バスの運転者及び乗客の２名が死亡し、乗客14名

が負傷する重大事故が発生しました。

事故の原因については現在調査中ですが、高速道路においてこうした重大事故を発生させるこ

とのないよう、走行する車両側が路肩に駐車した車両に追突することのないよう注意して走行す

ることはもとより、故障等により路肩に駐車せざるを得ない車両側においても、追突防止の措置

や道路管理者等への連絡、乗客を安全に待避させる措置等を適切に取ることが重要です。

そこで、事業者が漫然運転等によるこの種の事故を発生させることのないよう運転者の労務管

理を適切に行うとともに、日頃から、また、乗務開始前の点呼において、運行管理者等から運転

者に対して、次ページの「高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のために運転者が特に注意

すべき事項」について、改めて確認するようお願いします。

国土交通省
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高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のために 
運転者が特に注意すベき事項

１．前方の交通状況に対する注意
高速道路においては、運転が単調になりがちであり、長時間運転を行った場合などには、

前方の交通状況への注意が続かず、漫然運転や居眠り運転、脇見運転等（以下「漫然運転等」
という。）の状態になりやすいー方で、走行時の速度が高いことから、漫然運転等の結果とし
てブレーキのタイミングの遅れによる追突事故を起こした場合には、甚大な被害が発生する
可能性が高いこと。

したがって、運転者は、睡眠不足や長時間の連続運転等による疲労により、漫然運転等を
起こすことのないよう、平素から体調管理に努めるとともに、早目の休憩を取るよう心掛け
ること。

２．高速道路の路肩等での駐車に対する注意
⑴　駐車の危険性

「１．」で示したとおり、高速道路の路肩等に駐車した場合には、後続車から追突される
おそれがあり、また、走行時の速度が高いことから、追突された場合に甚大な被害を受け
るおそれがあること。なお、高速道路での駐停車は、故障等のやむを得ない場合において、
十分な幅員の路肩等がある場合を除き、法律で禁止されていること。

⑵　万が一駐車する場合の対応
万が一車両故障等によりやむを得ず高速道路の路肩等に駐車する場合は、確実に次の措

置をとること。
①できるだけ十分な幅員のある路肩の端に寄せて停車させ、ハザードランプを点滅させる。
②まず、後続車に知らせるための停止表示器材や発炎筒を故障車両の後方の十分離れた位

置に設置する。（非常時に備え、停止表示器材は、取り出しやすい場所に備えておく。）
③後続車の全てが駐車車両に気付くとは限らないため、原則として、乗客等同乗者をガー

ドレールの外側（万が一停止車両への追突事故が発生した際に巻き込まれないよう、車
両の後方）など、車外の安全な場所に避難させる。降車の際は車両が通行しない側から
行う（助手席ドア、バスの乗降ドアなどから）。

④携帯電話を用いて110番・道路緊急ダイヤル（＃9910）に、あるいは高速道路上に設置さ
れた非常電話により状況を知らせるとともに対応を相談、依頼する。
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「トラック事業における総合安全プラン2020」の策定について
国土交通省は、平成29年６月30日、 2020年までを計画期間とする「事業用自動車総合安全プ

ラン2020」を策定、公表しました。
これを受け、全日本トラック協会では「トラック事業における総合安全プラン2020」を策定し、

「第109回交通対策委員会」（平成29年９月11日開催）においてその内容が承認されました。
このプランでは、 2020年までに死者数を200人以下とすること等、国土交通省から示された新

たな目標を達成するためには、その重点施策に沿って、これまでトラック業界として取り組ん
できた各種交通事故防止対策を進めることに加え、死亡事故件数に係る新たな数値目標として

「事業用トラックを第一当事者とする死亡事故件数を車両台数１万台当たり『1.5』件以下とする」
ことを、各都道府県（車籍別）の共有目標とすることとなりました。

詳しくは下のホームページをご覧下さい
　http://www.jta.or.jp/kotsuanzen/anzen/sogoanzen_plan2020/sogoanzen_plan2020.html

 
 

問い合わせ先：
公益社団法人　全日本トラック協会　交通・環境部
東京都新宿区四谷３－２－５
TEL：03-3354-1045 （ダイヤルイン）、 FAX：03-3354-1019

全 ト 協
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ラ
搭

載
車

（
左

折
巻

き
込

み
事

故
防

止
対

策
）
へ

の
助

成
事

業
の

実
施

。

●
高

齢
歩

行
者

が
事

故
被

害
者

と
な
る
事

故
実

態
の

関
係

者
へ

の
周

知
徹

底
。

●
高

齢
歩

行
者

特
有

の
行

動
（
昼

間
の

交
差

点
及

び
夜

間
の

道
路

横
断

）
の

啓
発

活
動

。

●
事

業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対

す
る
高

齢
歩

行
者

早
期

認
知

の
呼

び
か

け
。

●
交

差
点

通
過

時
に
お
け
る
車

両
周

辺
歩

行
者

等
の

安
全

確
認

の
励

行
。

●
衝

突
被

害
軽

減
ブ
レ
ー
キ
等

の
Ａ
Ｓ
Ｖ
関

連
機

器
、
運

行
記

録
計

、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
等

の
運

行
管

理
・
支

援

機
器

の
普

及
拡

大
の

促
進

。
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事務局からのお知らせ

平成29年度兵庫県丹波地域合同防災訓練に参加しました。

9月3日、篠山市の篠山城三の丸広場において、兵庫県丹波地域合同防災訓練に参加しました。
訓練想定災害は御所谷断層地震（マグニチュード7.3、最大震度６強）とし、災害時に備え、

関係機関・団体・自主防災組織等が相互に連携した実働訓練を行いました。
兵庫県トラック協会は、救援物資の輸送訓練に参加し、総合防災公園から自衛隊のヘリで輸

送された緊急救援物資を、参加車両のドライバーが、篠山市消防本部でトラックに積み込み、
避難所（篠山小学校）まで輸送し、住民・ボランティアが積み卸し作業を行いました。
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交通安全祈願祭並びに交通事故犠牲者慰霊祭を挙行しました

9月15日、神戸市中央区の生田神社において第17回兵庫県トラック協会交通安全祈願祭並び
に交通事故犠牲者慰霊祭を厳かに執り行いました。

秋晴れの中、本殿において正・副会長をはじめ各支部長、交通対策委員他、56名が出席し、交
通安全祈願祭を行いました。福永会長、原岡副会長、櫻井副会長が協会を代表して玉串を奉奠、
出席者全員が二礼二拍手一礼し交通安全を祈願しました。

続いて神社会館で交通事故犠牲者慰霊祭を行い、福永会長が祭文を奏上し、「輸送の安全の確
保と環境対策は最重要課題であり、私どもトラック運送事業に携わる全ての者が交通事故撲滅に
取り組んでおり、交通事故防止に向け最大限の努力を傾注する」ことを諸霊に誓い、福永会長、
各副会長、各支部長、交通対策委員他、出席者全員が玉串を奉奠し、交通事故の犠牲になられた
諸霊の安らかなご冥福を祈念し斎了いたしました。
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自民党兵庫県支部連合会との「兵庫県予算編成に 
対する要望に係る意見交換会」に参加しました

９月20日、兵庫県庁自民党県議団フロアーにおいて自民党兵庫県支部連合会が主催し、県会

議員が多数出席する兵庫県予算編成に対する要望に係る意見交換会に正・副会長、専務等が参

加しました。

当協会からトラック業界の現状と課題を説明したうえで、平成30年度予算等について、最重

点要望として運輸事業振興助成金の全額支給、トラックドライバー確保策、市街化調整区域に

おける開発許可の緩和、トラックの駐停車場所・荷捌場の設置について意見交換が行われました。
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（敬称は略させていただきます）

 29.８.28 運 行 管 理 者 渡邉　忠邦　 旭陸運倉庫株式会社

よろこび

         ご受賞おめでとうございます。

《平成29年度 自動車運送事業運行管理者兵庫陸運部長表彰受賞》

運行管理者で永年、運行管理業務において優良であると認められる人を表彰する平成29年度

自動車運送事業運行管理者兵庫陸運部長表彰が8月28日に神戸運輸監理部で行われました。

当協会から下のとおり受賞されました。
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労働安全衛生法に係る技能講習のご案内� 〈兵庫労働局登録教習機関［兵労基安登録第14号］〉

 はい作業主任者技能講習会のお知らせ
陸上貨物運送事業労働災害防止協会　兵庫県支部

「はい」とは、荷の保管、仮置、検数、薫蒸などを行うために倉庫、上屋または土場に積み重ね
られた荷（小麦、大豆、鉱石等のばら物を除く）の集団をいいます。

高さが２メートル以上の「はい」作業（荷役機械の運転者のみによって行われるものを除く）を
行っている事業場では労働安全衛生法第14条によるはい作業主任者の資格を取得させ、そのう
ちから「はい作業主任者」を選任して作業をしなければなりません。

１．講習日時・会場　注：当日は８時45分より受け付けします。

講習日時
１日目 平成29年11月15日（水） ９時～17時（座学講習）

２日目 平成29年11月16日（木） ９時～17時 （座学講習、修了試験）

講習会場
兵庫県トラック総合会館　３階会議室

　神戸市灘区大石東町２丁目４−27
※受講者の為の駐車場はありません。

２．受 講 料

受  講  料 テキスト代 合　　計

兵ト協会員 7,000円
（内消費税８％　518円）

無　料
（陸災防兵庫県支部負担）

7,000円
（内消費税８％　518円）

非　会　員 7,000円
（内消費税８％　518円）

1,500円
（内消費税８％　111円）

8,500円
（内消費税８％　629円）

３．受講資格

「はい」付け又は「はい」くずしの作業に３年以上従事した経験を有する方。

※　受講申込書に実務経験証明書が付随しています。証明者の職氏名（事業場の代表又は

責任者の方）の記入及び、押印（丸印）が必要です。（角印は認められません。）
４．申込要領

（１） 陸運労災防止協会兵庫県支部事務局へ定員枠の空き状況を電話で確認し、必ず予

約受付を行ってから次の①～④を現金書留で次の申込先に郵送して下さい。
予約受付 及び申込書受付期間

平成29年９月25日（月）～平成29年11月６日（月）必着

ただし、期間にかかわらず定員に達し次第締め切ります。
（定員に空きがあれば、前日まで受付可能ですので、お問合せ下さい。）

①　受講申込書（Ａ４サイズにコピーまたは、切り取ってご使用して下さい）
②　証明写真２枚（サイズ縦3.6～4㎝、横2.4～3㎝）
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※ 合格された場合の修了証に使用します。スキャナーで画像処理しプラス

ティックカードにカラー印字いたしますので、スナップ写真、カラーコピー

等画像の不鮮明なものは使用できません。

証明写真２枚の内うち１枚は、①の受講申込書に貼り付けて下さい。
※　写真の裏に氏名を記入して下さい。

③　運転免許証の写し（住所変更している場合は、裏面必要）

④　受講料

納入された受講料等は、受講票を発行した以後は、一切返金いたしません。
受講票は、申込後約１週間程度で所属事業場宛てに郵送いたします。
（申込先）

〒657−0043　神戸市灘区大石東町２丁目4−27 兵庫県トラック協会内
陸運労災防止協会兵庫県支部

電 話（078）８８２−５５５６
※　持参される場合の受付時間は、10時～17時 （12時～13時は除く）。

５．持　参　品

受講票・筆記具（えんぴつ・消しゴム・ボールペン）
６．修　了　証

法定の講習時間を受講し、修了試験に合格した方には、後日、修了証を郵送いたしま
す。
２日のうち１日でも欠席の場合は不合格となります。

７．留意事項

修了試験において不合格となった場合、追試験を１回のみ受験することができます。

追試験を希望される場合は、受験料2,160円（税込）が必要となりますのでご留意下さ
い。

至灘 ＪＲ西日本
ＪＲ六甲道駅

至住吉

至神戸 国道２号線

国道43号線

至大阪

至大石 至石屋川

至神戸 至大阪

メイン六甲ロータリー

ウェルブ六甲道2番街

銀行

歩道橋
銀行

関西
スーパー

六甲道
南公園神戸市環境局

灘事業所

兵庫県
トラック
総合会館

※利用交通機関
　ＪＲ六甲道駅から徒歩約10分
　阪神新在家駅から徒歩約５分

大石東第２住宅
シルバーハイツ
大　石　東

灘
区役所

グランド六甲
（ボウリング）

ベルコ
シティ
ホール

たばこ 公園

公園

阪神電鉄

烏帽子中学校

マンション

スーパーマルナカ

阪神新在家駅

ダイハツ

灘
郵
便
局

スーパートーホー

はい作業主任者技能講習会場
兵庫県トラック総合会館

神戸市灘区大石東町２丁目４番２７号
ＴＥＬ（ ０７８ ）８８２－５５５６



様式 4                           受付番号       

                             

受講申込書 

はい作業主任者技能講習会 
修了証台帳 

 写真貼付し 

 て下さい。

 縦 3.5ｃｍ  

 横 2.5 ｃｍ  

   ふ  り  が  な    性別

 修了証

 番 号

 ※ 

   氏   名  
   男  

  ・  

  女  

   生  年  月  日        年  月  日生    交付年月日   ※ 

   現 住 所  

   (修了証に載ります ) 

 〒  

 

 

電話（携帯電話）  

 

 勤務先  

  所在地  
 〒  

 

電話            ＦＡＸ  

  名 称  
 

                       

本人確認 ※   

 

証    明    書  

 

 

                                               受講者氏名            , 

 

   上記の者は、はい付け又ははいくずしの作業に    年  月から   年  月まで

３年以上従事した経験を有する者であることを証明します。  

 

    平成  年  月  日  

 

                                               事業者名                            

 

                                               事  業  者                         , 

 書替・再交付年月日   ※  年  月  日 
 
 

本人確認書類 ※
 

 (注) ※以外は申込者において全部記載すること。  

ご記入いただいた個人情報は、当講習会の実施及び修了証交付の為のみに使用します。  
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ドライバー教育ツールPART3の連載（第9回）
一部改正された国土交通省告示に基づく指導項目（12項目）について 

2017年2月号から12回に渡って連載しています。
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14

燃 料 価 格 情 報

14

“軽油は兵庫県下で買いましょう”

軽油「元売別」購入価格表（平成29年８月末現在）� （単位：円／㍑）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ）� （単位：円／㍑）

区分
元売名

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド
平 均 平 均 平 均 平 均

J X 日 鉱 日 85.34 84.15 88.90
出 光 80.76 87.28 91.00
J エ ナ ジ ー 95.00
コ ス モ 80.93 84.38 79.60 96.00
昭 和 シ ェ ル 79.65 84.00
モ ー ビ ル 93.60
エ ッ ソ 80.62 83.50
ゼ ネ ラ ル 59.30
三 井 79.10
そ の 他 81.08 84.40 86.13 89.52
総 計 81.93 84.88 85.39 90.44
29
／
7

全国平均 81.78
調査なし

88.86 90.53
近畿平均 80.53 89.33 91.72

（ 消 費 税 抜 き ）

区分
集計月

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド
平 均 平 均 平 均 平 均

平成28年９月 73.17 77.99 82.48 81.18
平成28年10月 71.27 76.35 80.73 83.17
平成28年11月 73.73 78.55 82.53 84.19
平成28年12月 76.60 79.52 84.38 84.29
平成29年１月 81.18 85.41 87.95 88.38
平成29年２月 82.44 85.82 90.06 90.81
平成29年３月 81.77 86.50 90.24 89.68
平成29年４月 84.44 87.83 91.45 94.33
平成29年５月 83.64 86.94 91.34 91.98
平成29年６月 81.76 86.09 89.81 91.24
平成29年７月 81.10 84.84 88.91 91.15
平成29年８月 81.74 84.68 89.02 91.06
平成29年９月 81.93 84.88 85.39 90.44
年 間 平 均 79.60 83.49 87.25 88.61
※前月分の価格データを集計しています。 （消費税抜き）
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退会届

退会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名

29.８.25 東部 一般 ㈲ファイブ物流サービス 蛯 原 澄 俊

９.11 北播 一般 ㈲ 坂 本 建 材 坂 本 　 保

９.15 淡路 一般 ㈱ キ ナ ン 角 口 賀 敏

９.20 丹有 一般 海 山 鉱 業 ㈱ 田 中 　 修

９.21 淡路 一般 ㈲ 緑 合 同 運 輸 村 上 晴 康

変更届

会員名簿
ページ数 変更事項 旧 新

95 住所
㈲アートテクニカルセンター
大阪府富田林市小金台2－4－3 神戸市西区上新地1－1－7

安福ビル3階303

143 代表者 ㈱�雁 木 運 輸
厂 木   豁 横 畑 公 明

155 代表者 ㈱�姫 路 急 配
中 島 俊 之 山 村 一 春

126 代表者 ㈱�紘 宇 運 輸
養 畑 敏 信 養 畑 智 裕

111 社名 �秋 田 運 輸�㈱ �ア キ タ�㈱
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月日 行事名 場所 月日 行事名 場所

９・１ 兵ト協　重量．鉄鋼部会　正副部会長監事会役員会 兵 ト 協 10・13 天狼会 50 周年記念式典検討委員会 兵 卜 協
２ 全卜協青年部会｢近畿ブロック大会｣ ���ANAクラウンプ

ラザホテル神戸 過労死等防止・健康起因事故防止対策セミナー 兵 卜 協
３ 兵庫県丹波地域合同防災訓練 ���丹 波 市、

篠 山 市 17 秋の花と緑を愛でる会（県主催） ���県立フラワー
セ ン タ ー

５ 兵ト協　天狼会　定例会 ���ホ テ ル ク ラ ウ ン
パ レ ス 神 戸 兵ト協　引越部会「管理者・実務者スキルアツプ研修会」 兵 卜 協

６ 兵ト協　タンクトラック部会　役員会 兵 ト 協 18 兵庫県暴力団離脱者就労対策協議会総会 ���兵 庫 県
警 察 本 部

７ 指導員研修「専門研修」 全 卜 協 19 全国道路利用者会議第 67 回全国大会 ���浦 添 市
てだこホール

自動車関係団体連絡会 ���兵 庫 県
自 動 車 会 館 21 第 49 回全国トラックドライバーコンテスト（～ 22 日） ���安 全 運 転

中 央 研 修 所

８ 荷主勧告事務の細部取扱い等説明会 運 輸 局 23 兵庫県交通安全対策委員会 ���兵 庫 県 民
会 館

兵ト協　環境対策小委員会 兵 ト 協 兵ト協　取扱部会役員会 兵 卜 協
兵ト協　ダンプ部会　情報交換会 兵 ト 協 25 適正化事業実施機関指導員永年功労近畿運輸局長表彰式 運 輸 局

11 近畿ブロック適正化指導員研修会・連絡会 大 ト 協 第 47 回物流セミナー ���ＡＮＡクラウンプ
ラ ザ ホ テ ル 神 戸

交通安全県民大会 ���兵 庫 県 公 館
大 会 議 室 27 兵卜協正副会長会議 兵 卜 協

全ト協　交通対策委員会 全 ト 協 兵卜協常任理事会・総務委員会合同会議 兵 卜 協
12 災害に強い物流システム構築協議会 運 輸 局 30 整備管理者選任後研修 兵 卜 協
13 神戸市災害時物資円滑供給検討会 ��神戸市 役 所 － 11 月の予定－

14 全ト協　百貨店部会　正副部会長会議（総会） ���グランヴィア
大 阪 11・１ 踏切事故防止キャンペーン

適正化啓発小委員会 兵 卜 恊 ２ トラック運送事業者のための人材確保セミナー 兵 卜 協
全ト協　女性部会設立準備会議 全 ト 協 ３ 女性経営者交流会 ���クレフィール

湖東（滋賀県）

輸送秩序改善連絡会（三木会） 兵 卜 協 ５ 関西広域応援訓練 ���三 木 市 広 域
防 災 拠 点

15 第 17 回交通安全祈願祭・慰霊祭 ���生 田
神 社 会 館 ６ 整備管理者選任後研修 ���姫 路 市 勤 労

市 民 会 館

21 秋の全国交通安全運動（～ 30 日） ７ 兵卜協　理事会（予定） 兵 卜 協
初任運転者特別講習 大 ト 協 ８ 第76回全国産業安全衛生大会（～10日） ���ワールド記念

ホ ー ル 他

近卜協　幹事会 大 卜 協 第 26 回暴力団追放兵庫県民大会 ���神戸文化ホー
ル（中ホール）

全ト協　労働安全・衛生委員会 全 ト 協 平成 29 年度交通事故防止大会 兵 卜 協
22 神戸マラソン実行委員会　幹事会 ��神戸市 役 所 安全性優良事業所近畿運輸局長表彰式 運 輸 局

関西広域応援訓練 ���県 災 害 対 策
セ ン タ ー ９ 天狼会 50 周年記念式典打合せ ���ホテルクラウン

パ レ ス 神 戸 

27 兵ト協　取扱部会　研修旅行 �和 歌 山 市 15 兵ト協　タンクトラック部会「研修旅行」 ���京都市市民防
災 セ ン タ ー

兵青協第８回創立 30 周年記念式典実行委員会 兵 卜 協 平成 29 年度第２回はい作業主任者技能講習会 兵 卜 協
取引環境・労働時間改善協議会 兵 ト 協 近畿地区物流政策懇談会幹事会 大 卜 協

28 トラック運送業における生産性向上セミナー 兵 卜 協 16 第 57 回正しい運転明るい輸送運動（～１/10）
－ 10 月の予定－ 平成 29 年度第２回はい作業主任者技能講習会 兵 卜 協

10・３ 全卜協　全国トラック運送事業者大会 ���仙 台 国 際
セ ン タ ー 兵ト協　ダンプ部会情報交換会研修会 兵 卜 協

４ 兵庫県高圧ガス地域防災協議会保安研修会 ���富田林市立総合
ス ポ ー ツ 公 園 指導員研修「特別研修」（～ 17 日） 全 卜 協

５ 西部研修センター建設起工式 ���西 部 研 修
セ ン タ ー 天狼会 50 周年記念式典 ���ホテルクラウ

ンパレス神戸

９ トラックの日イベント ���姫 路 市 大
手 前 公 園 21 整備管理者選任後研修 兵 卜 協

10 近卜協　理事会 ���ホテルグラン
ヴ ィ ア 大 阪 苦情対応小委員会 兵 卜 協

11 コンプライアンス小委員会 兵 卜 協 輸送秩序改善連絡会（三木会） 兵 卜 協
自動車関係団体連絡会 ���兵 庫 県

自 動 車 会 館 22 環境と物流を考えるフォーラム 兵 卜 協
12 指導員研修「初級研修」 全 卜 協 27 原価意識強化セミナー 兵 卜 協

神戸市災害時物資円滑供給検討会 ��神戸市 役 所 28 初任運転者特別講習 兵 卜 協


